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第13回日本水環境学会ノンポイント汚染研究委員会 

「ワークショップ in 尾瀬・谷川」 

～尾瀬・谷川岳を舞台に集水域の窒素飽和を考える～ 

ノンポイント汚染研究委員会農地・林地部会によるワーク

ショップを，今年は群馬高専環境都市工学科青井研究室の

お世話により開催いたします。熟練研究者と若手研究者そ

してその卵が，研究フィールドを見学し寝食を共にしながら

語り合い，経験の交流を通じて研究ネットワ－クを作ることを

目指しています。大勢の研究者・院生・学生の参加を期待し

ています。 

主 催 (社)日本水環境学会ノンポイント汚染研究委員会 

期 日 2009年9月8日（火）～10日（木） 

場 所 群馬県前橋市，利根郡みなかみ町，片品村 

スケジュール 

9月8日(火) 午後2時までに群馬高専(前橋市)集合 

群馬高専HP(http://www.gunma-ct.ac.jp/school/access.html)

※JR新前橋からタクシ－が便利です。 

午後： ワークショップ（Ⅰ） 公開シンポジウム「利根川上流

部の窒素飽和現象」、および群馬高専大気降下物

採取装置の視察等 

夕方:みなかみ町土合山の家に移動 

夜：  懇親会（ゲスト；森邦広氏） 

9月9日(水) 午前：フィールドワーク（Ⅰ）湯桧曽川一ノ倉沢

・幽ノ沢実験地視察と水質調査の精度管理実験① 

午後： フィールドワーク（Ⅱ）矢木沢ダム視察、水質調査の

精度管理実験② 

夕方： 長蔵ロッジに移動（片品村戸倉） 

夜： ワークショップ（Ⅱ）尾瀬の自然保護を考える（ゲスト；

平野紀子さん） 

ワークショップ（Ⅲ）学生ナイトセッション、および社

会人ナイトセッション 

9月10日(木) 午前： ワークショップ（Ⅳ）公開講演会「水環

境研究－利根川上流は窒素飽和しているか－」 

午後：現地解散、定期バスで上越新幹線上毛高原駅 

 ※尾瀬沼オプショナルツアー参加者は、尾瀬沼長

蔵小屋に移動 

夜： ワークショップ（Ⅴ）尾瀬沼の水質調査 

9月11日(金) 午前：尾瀬沼周辺散策 

午後：下山して16時ごろ 上越新幹線上毛高原駅にて解散 

参加費 社会人：10,000円，学生：4,000円（資料代･現地見

学交通費等）。懇親会と食事は実費徴収。 

宿泊 土合山の家（8日）：社会人8,000円/1泊，学生4,000円/

泊, 長蔵ロッジ（9日）：社会人9,000円/1泊，学生

4,000円/1泊 、尾瀬沼長蔵小屋(10日)社会人9,000

円/1泊, 学生4,000円/1泊 

申し込み締切  7月18日（金）  （先着50名） 

申し込み・問い合わせ先 

青井 透（群馬高専環境都市工学科） 

Tel：027-254-9271，E-mail：aoi@cvl.gunma-ct.ac.jp 

宮里直樹（群馬高専環境都市工学科） 

Tel: 027-254-9191, E-mail: nmiyazato@cvl.gunma-ct.ac.jp 

駒井幸雄（大阪工大工学部環境工学科） 

Tel：06-6954-4512，E-mail：komai@env.oit.ac.jp 
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